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３ 度 目 の 計 画 案 で は 

市 の 実 質 負 担 は 増 加 

 

６ 月 議 会 の 最 終 日 、 市 長

が 提 案 し た 「 宇 治 川 太 閤 堤

跡 歴 史 公 園 整 備 事 業 」 （ 「 太

閤 堤 事 業 」 ） の Ｐ Ｆ Ｉ 事 業

予 算 （ 2
0

年 間 予 算 ） が 採

決 さ れ ま し た 。 「 太 閤 堤 事

業 」 予 算 は 、 こ れ ま で に ２

度 議 会 で 削 除 さ れ た も の

を 市 長 が 見 直 し た と し て

提 案 し た も の で す 。 ３ 回 目

と な る 今 回 の 案 で は 、 宇 治

公 民 館 廃 止 と 一 部 機 能 移

転 を 撤 回 し て 、 建 設 費 は ２

億 ５ 千 万 円 下 が る も の の 、

賃 料 収 入 が 減 る た め 市 の

実 質 負 担 は 、 ▲ ８ 千 万 円 か

ら ３ 億 ８ 千 万 円 へ と 大 幅

に 増 え る と い う も の で す 。 

 

共 産 党 、 修 正 案 を 提 案 

修 正 案 、 特 別 委 設 置 

 

共 産 党 は 、 予 算 案 か ら 、

「 太 閤 堤 事 業 」 関 連 費 用 を

削 除 す る 修 正 案 を 、 他 会 派

議 員 と 共 同 で 提 案 。 こ れ ま

で 同 様 の 修 正 案 に 賛 成 し

て き た 自 民 党 が 反 対 に 転

換 し 、 修 正 案 は 、 １ 票 差 で

否 決 さ れ ま し た 。 （ 賛 成 ：

共 産 ・ 公 明 ・ 宇 治 維 新 の １

人 ／ 計 13 票 、 反 対 ： 自 民 ・

民 進 ・ 宇 治 維 新 の １ 人 ・ 無

会 派 ／ 計 14 票 ） 

予 算 の 可 決 に あ っ て 自

民 党 は 「 喫 緊 の 行 政 課 題 に

対 応 す る 適 切 な 財 源 確 保

に 向 け て 、 事 務 事 業 を 見 直

し 効 率 化 を 進 め る こ と 、 定

員 管 理 計 画 の 確 実 な 履 行 、

公 共 施 設 の 効 率 的 な 整 備

な ど 、 不 断 の 覚 悟 で 行 財 政

改 革 を お こ な う こ と を 求

め る 。 」 等 と す る 付 帯 決 議

を 提 案 し 、 財 源 確 保 の た め

に 市 民 サ ー ビ ス を 切 り 捨

て る こ と を 求 め ま し た 。 付

帯 決 議 は 、 党 議 員 団 以 外 が

賛 成 し 可 決 さ れ ま し た 。 

 

最 大 級 の 公 共 事 業 

効 果 は 説 明 で き ず 

 

「 太 閤 堤 事 業 」 は 、 建 設

費 が 69 億 ４ 千 万 円 、 建 設

後 16 年 間 の 維 持 ・ 管 理 費

が 18 億 ６ 千 万 円 、 総 額 88

億 円 と い う 宇 治 市 史 上 で

も 最 大 級 の 大 型 事 業 で す 。 

市 は 、 事 業 の 効 果 と し

て 、 「 定 住 促 進 」 「 観 光 客 の

滞 在 時 間 延 長 」 「 宇 治 の ま

ち 全 体 の 品 格 が 向 上 」 な ど

を あ げ て い ま す 。 と こ ろ

が 、 党 議 員 の 質 問 に 、 観 光

入 込 客 数 や 観 光 客 の 滞 在

時 間 延 長 、 経 済 波 及 効 果 な

ど は 、 Ｐ Ｆ Ｉ 受 託 事 業 者 か

ら 、 具 体 的 な 施 設 整 備 計 画

を 提 案 さ れ て い な い 現 在

の 段 階 で 算 出 す る こ と は

困 難 だ と 答 弁 。 市 の 行 う 大

規 模 公 共 事 業 の 見 通 し が

民 間 事 業 者 し だ い で 、 は っ

き り し な い 。 そ う い う 段 階

で 巨 大 な 予 算 を 議 決 と い

う の は 無 責 任 で す 。 

「 定 住 促 進 」 や 「 品 格 向

上 」 に つ い て は 、 明 確 な 根

拠 も 数 量 も 示 す こ と は で

き ま せ ん で し た 。 

 

根 拠 の 薄 い 入 場 者 予 測 

源 氏 ９ 万 、 太 閤 堤 1
1 万 

 

市 の 計 画 で は 、 ミ ュ ー ジ

ア ム （ 博 物 館 ） に 、 毎 年 11

万 人 が 入 場 す る と し 、 開 館

直 後 は さ ら に ５ 万 人 も 多

く 見 積 も っ て い ま す 。 し か

し 、 そ の 算 定 に は 根 拠 が あ

り ま せ ん 。 源 氏 物 語 ミ ュ ー

ジ ア ム が 年 間 ９ 万 人 な の

に 、 「 太 閤 堤 」 で 11 万 人 は 、

過 大 な 入 場 者 予 測 で は な

い で し ょ う か 。 

 

建 設 費 増 大 の 危 険 性 

 

予 算 の も と と な る 工 事

費 の 見 積 も り で は 、 ２ ０ １

２ 年 の 基 準 を 用 い て い ま

す が 、 そ の 後 原 材 料 費 や 賃

金 も 上 昇 し て お り 、 オ リ ン

ピ ッ ク 関 連 工 事 の 影 響 で

さ ら に 変 動 が 予 想 さ れ ま

す 。 大 型 公 共 事 業 は 、 当 初

計 画 よ り 大 幅 に 高 く な る

事 例 が 多 発 し て い ま す 。 同

様 の 危 険 が 大 き い の で は

な い か と の 質 問 に 対 し 、 市

は は っ き り と 否 定 す る こ

と が で き ま せ ん で し た 。 

 

Ｐ Ｆ Ｉ 方 式 

市 外 大 企 業 へ 発 注 

 

市 は 、 「 太 閤 堤 事 業 」

を Ｐ Ｆ Ｉ と い う 方 式 で

実 施 す る こ と に 固 執 し

て き ま し た 。 Ｐ Ｆ Ｉ 方 式

は 、 公 共 施 設 の 設 計 ・ 建

設 ・ 管 理 ・ 運 営 を 一 括 し

て 民 間 企 業 に 長 期 契 約

で ま か せ る と い う も の

で す 。 Ｐ Ｆ Ｉ に 応 募 で き

る 企 業 は 、 大 き な 工 事 実

績 や 「 博 物 館 運 営 実 績 」

の あ る 企 業 に 限 ら れ 、 宇

治 市 内 の 会 社 は １ 社 も

応 募 で き ま せ ん 。 

計 画 を 縮 小 し 、 Ｐ Ｆ Ⅰ

を や め て 、 事 業 を 分 割 す

れ ば 市 内 企 業 が 請 け る

こ と が で き ま す 。 

 

「 太 閤 堤 」 ス ト ッ プ の

た た か い は こ れ か ら 

 

党 は 、 太 閤 堤 跡 を 史 跡

と し て 保 存 す る こ と な

ど に 絞 っ て 事 業 を 縮 小

す る こ と 。 市 外 大 企 業 に

一 括 し て ま か せ る Ｐ Ｆ

Ｉ 方 式 を や め 、 市 内 企 業

に 発 注 す る 方 式 に 転 換 。

宇 治 公 民 館 ・ 市 民 会 館

は 存 続 し て 建 て 替 え る

こ と な ど を 提 案 し て い

ま す 。 

Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 を 進 め る

た め に は 、 事 業 者 の 選

定 基 準 や 契 約 議 案 の 議

決 な ど い く つ も の 段 階

が あ り ま す 。 市 民 は 、

「 太 閤 堤 事 業 」 の 推 進

を 歓 迎 し て お ら ず 、 巨

額 の 事 業 を や め さ せ 、

子 育 て 、 く ら し 、 福 祉

に 予 算 を ま わ さ せ る た

た か い は こ れ か ら で

す 、 

党 議 員 団 は 、 み な さ

ん と 力 を あ わ せ て が ん

ば り ま す 。 
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「 太 閤 堤 」 予 算 可 決 

共 産 党 提 案 関 連 予 算 削 減 の 修 正 案 、

１ 票 差 で 否 決 

事 業 規 模 の 縮 小 、 Ｐ Ｆ Ｉ 方 式 か ら

の 転 換 、 公 民 館 は 存 続 ・ 建 替 え を 
 


